
























人」蒹葭堂 有り様を示す史料として、これまでもさまざまに活用されてきた。ただ、具体的な出来事が記されていないため、多くの場合は、ある人物が『日記』に出てくるかどうかを確認したり、その人物と関係ある記事だけを取り上げるといった利用のしかたに限ら ている。 『日記』の記載に相応する史料が相手側に残されていれば、少 からず両者の交流内容を知りうる 、 『日記』では、たまたま短く注され 用件 推測の手
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がかりになることはあっても、それ以上のことを読み取るのは困難である。そのため、これまでに蒹葭堂との交際 取 上げられた人物も、両者の交遊に意義を見出しやすい著名人 ことが多かった。　
しかし、一口に『日記』に名前が見られるといっても、一度きりの人物もいれば毎日のように往来を重ねる
人物もおり、当然交際の親疎がある。また著名な人物も多いが、大方はさして関心を払われてこなかった「無名」の人々であり、未だどこの誰かわからない も多い。名の知られた人物との交遊の詳細を明らかにすることが重要なのは言うまでもないが、一方で知識や情報の結節点であった蒹葭堂が、全体としてどのような人脈の広がりをもっていたのかを明らかにすることも必要である。 『日記』 傍証的な史料として用いる みでく、 『日記』そ ものから交遊の実態や特徴を読み取ること 大切であろう。　
とはいえ、延べ四万人を超える『日記』の人名を概観することは不可能に近い。そこで、ひとつの試みとし

















































天明 （ （78（）・ 9 ・（0



















































































































寛政 7（（795）・ 4 ・（4




















































































































天明 4  （ 筒井権左衛門（（）
永井美濃守直富
　（400石



















天明 （  5 樋口小左衛門（用人）（（）・富永善右衛門（用人）（（）
水野河内守忠敞
　5700石
天明 7 （（ 大嶋武左衛門（9）
本多肥後守忠可
　 （ 万石　播磨山崎









？ 天明 9 7／（0 野村平太夫（（）＊（
白須甲斐守政雍
　（050石
寛政 4 （（ 石川七左衛門（石川大浪、（（）
菅沼織部正定前
　7000石
寛政 5 （（ 大嶋勇蔵（4）
小笠原近江守貞温
　 （ 万石　豊前小倉
寛政 8  （ 小沢馬頭次（7）
久留島出雲守通同
　 （ 万（500石　豊後森
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「御城内西小屋市橋下総守御目見」とある。大番は、二組が東と西に分かれて二の丸南側に詰めているの 、蒹葭堂は西の大手口寄り ある西大番頭小屋を訪ねたこ に 。翌年離坂す 八月まで、ほぼ月に一度、二十五日前後に市橋邸を訪れ、時には早朝から晩までを過ごすこ もあっ 。








画家で桜の写生画を得意とし、 『近世畸人伝』の挿絵を描いた でも知られる。 『日記』には「三熊海棠」もしくは「三熊正親」と書かれる人物である。蒹葭堂は鶴亭に就いて沈南蘋流の画を学んだが、華顛も南蘋派の画家大友月湖を師としている。市橋は 華顛の桜花譜について、蒹葭堂の精しい本草知識と桜の写生を好んだ華顛の画という二つの長技が合わさって、桜の真 姿を えて ると評価している。都合二四二種 桜が収められた『花譜』の桜を描いたのは、大番同心で画家の桜井絢
（号雪鮮、桜井雪館の甥にあたる）
という人物である






























































































































































板倉内膳勝長（（）（陸奥福島） 天明 （ 佐藤三兼（（）・福田蘭台（（）
酒井越前守忠鄰（（）（安房勝山） 天明 （ 斎藤仲（（（）・安藤源左衛門（（）
田中佐次右衛門（（）・上田惣右衛門（（）・弥市（（）
内藤和泉守正純（7）（下総小見川） 天明 （ 久津見団右衛門（（）・斎木又六（7）
安部摂津守信亨（（0）（武蔵岡部） 天明 （ 渡辺次右衛門（（8）・武者彦次郎（（（）＊（







松平兵庫頭直行（（）（出雲母里） 天明 8 （家臣の来訪は無し）
堀左京亮直教（（）（越後村松） 天明 8 （家臣の来訪は無し）
柳沢信濃守里之（（）（越後三日市） 天明 8 （家臣の来訪は無し）
堀内蔵頭直晧（信濃須坂） 寛政 （ 青屋口 石黒衛守（（（）＊（
松平日向守直紹（（）（越後糸魚川） 寛政 （ （家臣の来訪は無し）





堀近江守直起（越後椎谷） 寛政 7 ★里見順甫（9）・相場儀助（（）
内藤大和守頼以（信濃高遠） 寛政 9 川地嘉兵衛（（）・中根覚太夫（（（）
大久保松盾（（（）・奥田栄甫（（）＊4
石川中務少輔総般（（）（常陸下館） 寛政（0 中小屋 （家臣の来訪は無し）
分部左京亮光実（5）（近江大溝） 寛政（（ 中小屋 三宅文兵衛（（）・原田周蔵（（）・別所右衛門作（（）
中村作野右衛門（（）・横田升兵衛（（）・別所養寿（（）
稲垣若狭守定淳（（（）（近江山上） 寛政（（ 青屋口 田村茂兵衛（5）・荒川永碩（4）
永井山城守直弼（美濃加納） 寛政（（ 吉田又右衛門（（）
酒井右京亮忠明（越前敦賀） 寛政（（ 藤井清兵衛（（）
水野日向守勝剛（下総結城） 享和 （ 内城茂庵（（）
本多越中守忠誠（陸奥泉） 享和 （ 天野杢工左衛門（（）







































































































































































































































5） 『先人旧交書牘』所収。水田紀久「木村蒹葭堂宛て住友吉左衛門書翰」 （ 『住友史料叢書月報』一九、思
文閣出版、二〇〇四）
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（
7） 














































松尾美恵子「大坂加番制について」 （徳川林政史研究所『研究紀要』昭和四九年度） および『大坂加番記録 （一）
 
―安永九年八月～天明元 八 、雁木坂加番京極高久―』 （ 『徳川時代大坂城関係史料集』第一号、大阪城天守閣、一九九七） 。なお 同史料集巻末に「大坂加番大名一覧」が附録されている。
（
（8） 
拙稿「増山雪斎と木村蒹葭堂」 （ 『混沌』三〇、二〇〇六） 、 「独楽園賀詞帖に見る文人交流」 （ 長島侯増山雪斎独





も御健ニて御暮被成候旨、稲垣若狭守殿帰府候て委曲承知候」 〔享和元年 （一八〇一） 〕十月晦日付
蒹葭堂宛て春木南湖書簡。前掲注 （
5） 『先人旧交書牘』所収。
（
（0） 
前掲注 （
5） 『先人旧交書牘』所収。
